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 平成２３年９月能代市議会定例会の開会にあたり、提出議案の説明に先立ち、その

後の市政及び諸般の動きなど、その大要をご報告いたします。 

 

まず、はじめに、この夏の球児たちの活躍についてご報告いたします。 

能代商業高等学校硬式野球部の２年連続３度目の甲子園出場と、能代高等学校軟式

野球部の２年連続１４回目の全国大会出場の高校野球２冠をはじめ、渟南スポーツク

ラブ、東雲中学校、能代北高等学校のソフトボール部がそれぞれ全県制覇し、小・中

・高の大会でソフトボール３冠を達成しました。能代商業高等学校は甲子園で、秋田

県勢として１４年ぶりの初戦勝利、１６年ぶりの２勝を収めるなど、その活躍はめざ

ましいものがありました。 

これら球児たちの活躍は、多くの市民に勇気と感動と驚きを与えてくれました。選

手諸君の健闘を大いに称え、市民の皆様並びに議員の皆様とともに喜びを分かち合い

たいと思います。 

 

８月１７日の大雨による被害についてでありますが、９月２日現在の本市の被害は、

住宅の床上浸水１７棟、床下浸水８６棟、非住家浸水が８２棟となっております。 

土木関係では、常盤地区、浅内地区、梅内地区において市道の路肩決壊６５箇所、

河川の護岸決壊２３箇所となっており、市道成合２号線、梅内悪土線が通行止めとな

っております。 

また、農業関係では、農地の崩落箇所が天内地区で４１箇所、外割田地区１０箇所、

梅内沢地区９箇所のほか、水稲の冠水による倒伏、土砂流入など、農地や用水路で甚

大な被害となっており、林道被害も３６箇所発生しております。 

 被害額は、市道で約７，５００万円、河川で約３，７００万円、農業施設で約２億

５，８００万円、農作物で約１，７００万円、林道で約４，７００万円となり、被害

総額は、約４億３，４００万円と見込んでおります。 

被災された皆様に心からお見舞い申し上げますとともに、国、県等関係機関と連携

を取りながら、災害の早期復旧に努めてまいります。 

 

次に、東日本大震災に伴う大船渡市等への支援についてでありますが、銀河連邦の

災害時における相互応援に関する協定等に基づき、３月１４日から山本郡各町、大館

市、鹿角市、北秋田市のご協力をいただきながら、市民ボランティアや市の職員等を

５７７名派遣してまいりました。職員派遣については、現在従事している義援金等の

支給事務に一定のめどがつき、大船渡市から応援業務縮小の方針が示されたことから、

９月９日で終了することになりました。 

今後も、市民ボランティア派遣は継続するとともに、被災地復興について、具体的
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な協力要請があれば、可能なかぎり支援を行ってまいります。 

 

職員の定員管理についてでありますが、簡素で効率的な行政組織を実現するため、

合併後の平成１８年９月に１０年間を計画期間とした定員適正化計画を策定し、その

中で、平成１７年国勢調査人口をもとに目標値を設定して、職員の定員適正化を行っ

てまいりました。 

 このたび、平成２２年国勢調査の速報値において人口が減少したことから、その後

の社会経済状況等を勘案し、計画の見直しを行いました。見直しに当たっては、現在

の計画との整合性を図るとともに、合併に伴う国の財政措置の廃止や類似団体の状況

等を考慮しながら、改めて１０年間を計画期間として目標値を設定し、計画的な定員

管理を行ってまいりたいと考えております。 

 

市の組織・機構の見直しについてでありますが、職員が減少する中で、行政サービ

スを維持し、地方分権に伴う権限移譲や新たな行政課題等へ対応していくためには、

状況に応じて既存の組織・機構を見直し、簡素で効率的にかつ、課題に対して柔軟に

対応できるよう、再編、再構築していく必要があります。 

そのための具体的な検討を進めており、平成２４年度から対応が必要なものがあれ

ば１２月定例会でご説明のうえ、見直しを行いたいと考えております。 

 

次に、庁舎整備の検討状況についてでありますが、能代市庁舎整備市民懇話会の検

討が終わり、８月５日に懇話会の意見、提言をまとめた報告書が提出されました。 

市では、これも踏まえて、庁舎整備の基本的考え方を整理し、既存施設等の活用方

針と整備手法ごとの事業費及び改正された総務省起債基準に基づく市の実質的負担額

等の試算結果等について、８月９日の庁舎整備特別委員会、同月１１日の地域協議会

で、市の検討状況を報告し、ご意見を伺っております。 

この際、庁舎整備特別委員会では、整備手法等について、様々なご意見や新たな視

点でのご提言等があり、また、地域協議会からは、８月１９日に、二ツ井町庁舎議場

の活用を求める要望書が提出されました。 

こうしたことから、市としては、整備手法等については、もう少し調査、検討のう

え協議する必要があると考えており、本定例会において、さらに、ご意見等をお伺い

し、十分に検討を深めたうえで、概ね来月下旬頃までには、庁舎整備基本計画の素案

をお示ししたいと考えております。 

 

 宇宙関連行事についてでありますが、世界初の偉業を多くの市民の皆様に見ていた

だきたいとの思いから、宇宙航空研究開発機構とともに主催した小惑星探査機「はや
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ぶさ」帰還カプセル特別展示は、「宇宙から能代へ」をコンセプトワードに７月１日

から４日間開催し、県内外から約２万人の方々が訪れ、夢と感動と勇気を感じていた

だけたものと思っております。開催にあたりご支援、ご協力を賜りました宇宙航空研

究開発機構、能代エナジアムパーク、秋田大学をはじめ、関係各位の皆様に対しまし

て、厚く御礼を申し上げます。 

また、８月２０日から６日間開催された「第７回能代宇宙イベント」は、「能代か

ら宇宙へ」をコンセプトワードに、全国から能代へ集まった３００名を超える大学生

たちが日頃の研究の成果を十分に発揮し、成功裡に終了することができました。今年

から浅内第３鉱さい堆積場へ会場を移しましたが、会場の整地及び草刈り作業、アク

セス道の整備等、多大なるご支援、ご協力を賜りました能代山本建設業協会の皆様、

並びに秋田県に対しまして、深く感謝を申し上げます。 

この能代宇宙イベントが全国の「宇宙」を目指す学生達の登竜門的なイベントとし

て更に充実されることを期待するとともに、市といたしましても引き続き支援してま

いりたいと考えております。 

 

バスケの街づくりについてでありますが、３０人で構成する能代市バスケの街づく

り推進会議を７月に設置し、平成２３年度中の新たな計画の策定に向けて、検討を進

めており、提言書を１１月頃をめどに提出していただくことになっております。 

その後、市において計画の素案を作成し、パブリックコメントを行うとともに、市

議会へご説明してご意見をいただき、成案を目指してまいりたいと考えております。 

 

次に、（仮称）イオン新能代ショッピングセンターについてでありますが、８月２

６日、イオンリテール株式会社の東北カンパニー店舗開発部の責任者から、市に対し

て、現在、出店を推進していくことについては本社と確認しているが、開店時期、規

模、業態の３項目については見直しの方向で検討に入っているとの話がありました。 

市といたしましては、見直しの内容が、出店計画と大きな隔たりが生じるものであ

れば、重大な決断も必要になると考えており、早急に、具体的な内容の提示を求める

とともに、本社の意向も確認したいと考えております。 

 

中心市街地活性化についてでありますが、能代街なか商業情報発信調査事業として

取組みを進めている「我が店の自慢の逸品事業」につきましては、商店街等との連携、

協力のもとに、事業の先導役となるパイロット店１６店を選定し、チラシやインター

ネットを活用した情報発信を試行しております。今後も各商店の魅力を掘り起こし、

お客様の開拓の一助になるよう支援してまいります。 

また、能代まちづくり合同会社に業務委託している市民プラザ事業を含む「能代街
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なか元気再生事業」につきましては、今年度が最終年度となることから、来年度以降

の事業継続について事業者と意見交換を行っております。今後、実績を精査し、協議

のうえ方向性を導き出したいと考えております。 

 

東日本大震災に係る中小企業支援の利子補給についてでありますが、秋田県の「東

北地方太平洋沖地震復旧支援資金」と連動し、１．５％の利子を２年間全額支援する

こととしており、７月末現在の融資申込状況は、２６２件、３５億１，５６０万円と

なっております。 

 こうした中、県では、物流や経済活動等の回復が進み、緊急の中小企業への支援と

して設定した措置は、所期の目的をほぼ果たしたとの考えから、９月１１日をもって

終了することとしております。 

これに伴い、市の利子補給の適用は、同日をもって終了することになりますが、引

き続き、既存の制度融資等により中小企業の支援に努めてまいります。 

 

のしろ産業フェア２０１１についてでありますが、各産業界の代表で組織するのし

ろ産業フェア実行委員会では、今年度の新たな取組みとして、より多くの集客を図る

ため、例年１０月に開催している産業フェアをＪＡまつりと同時開催いたしました。

８月２７日、２８日の期間中には、商店街等の皆様との協力、連携のもと、商工会館

前では「豚なんこつ祭り」、中和大通りでは「中和１００円商店街」が開催され、全

ての会場へ足を運んでいただくため、各会場を無料のシャトルバスで結び、市街地巡

回バス「はまなす号」も無料で運行したところであります。 

総合体育館で開催された産業振興展の来場者数は、昨年より減少したものの、多彩

な催しが行われたことにより、街のにぎわい等に一定の効果はあったものと考えてお

ります。 

 

農作物の作況についてでありますが、東北農政局が発表した８月１５日現在の県北

の水稲作柄概況は「やや不良」となっております。これは、５月下旬の低温、日照不

足等で分げつが抑制され、全もみ数が「やや少ない」となったことが要因とされてお

りますが、出穂期は平年並みで登熟もおおむね順調とされております。今後は、台風

等による倒伏や適期刈り取りに備えていただくよう関係機関と連携を取りながら、適

切な情報の収集・提供、指導に努めてまいります。 

 また、野菜につきましては、ねぎは、春先の長雨により定植が遅れたことに伴い、

生育も遅れており、出荷数量は前年の７５％程度となっておりますが、今後回復して

いくものと思われます。価格は盆前までは平年並みで推移しておりましたが、その後

の一時期は５ｋｇで２，１００円前後の高値を記録しました。みょうがにつきまして
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は、雨不足による生育遅れにより、８月前半はほとんど出荷はありませんでしたが、

徐々に回復してきております。 

 

農畜産物の放射性物質の検査状況についてでありますが、水稲については県が主体

となって旧６９市町村単位で玄米検査を実施することとしており、９月１９日に能代

地区、二ツ井地区で各１点ずつサンプル採取を行う予定であります。 

野菜については、ＪＡが独自に検査機関による簡易検査を行っております。これま

で、ねぎ、きゅうり、みょうが、トマト、なす、枝豆の検査を行ったところ、いずれ

も不検出となっております。今後、キャベツ、梨、そば、大豆、比内地鶏、アスパラ、

山うど、せりの検査を行う予定となっております。 

また、畜産において宮城県産の汚染された稲わらの流通が問題となっておりますが、

本市には購入した農家はいないとのことであります。 

 

秋田県種苗交換会の開催地についてでありますが、７月２１日の能代山本広域市町

村圏組合理事会の終了後に、あきた白神農業協同組合及び秋田やまもと農業協同組合

の両組合長から、秋田県種苗交換会の平成２４年度開催地が能代山本地区の予定とな

っているとの報告と、能代市で開催していただきたいとの要請がありました。市とい

たしましては、能代山本地区の自治体やＪＡと協力体制について話し合いを進めなが

ら、開催地を能代市としたいと考えております。 

 

次に、中央商店会のアーケードの撤去についてでありますが、これまで関係者との

協議により撤去を進めてまいりましたが、残る３箇所については、依然として合意が

得られずアーケードが残存している状況となっております。 

道路管理者である秋田県から、アーケードの設置基準に適合しないとの見解が示さ

れた平成１９年７月以降の道路占用許可については、４度の更新を認めていただきま

したが、今年６月には、「２４年４月１日以降の占用許可の更新は認めない。」との

方針が示されております。 

 そのため、このままアーケードを撤去しなければ、占用期間の終了とともに、道路

法上の不法占用物として違法となることから、関係者が撤去しない場合は、市で撤去

することとしております。 

 

次に、能代商業高等学校と能代北高等学校との統合、再編についてでありますが、

今年１２月に着手が予定されております新校舎建設工事のため、能代商業高等学校校

舎等の一部を解体する必要がありますので、８月１８日に管理・特別教室棟、図書館

棟及び格技場などを秋田県に無償譲渡いたしております。今後、引っ越し作業が終了
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次第、解体工事に着手する予定と伺っております。 

また、校名についてでありますが、県教育庁では、統合高校について県民の皆様に

関心を高めていただくため、９月１日から校名を一般公募しております。募集期間は

１０月３１日までの２か月間で、その後、同窓会、ＰＴＡ、生徒の意見を聴いたうえ

で検討を重ね、来年６月の県議会を経て正式決定する予定と伺っております。 

 

平成２３年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール男子競技についてであり

ますが、７月２７日能代市文化会館での開会式の後、７月２８日から８月２日までの

６日間にわたり、能代市総合体育館を主会場として、能代山本スポーツリゾートセン

ター「アリナス」、二ツ井町総合体育館の３会場で熱戦が展開されました。 

 地元の能代工業高等学校は、残念ながら３回戦で敗退いたしましたが、大会は好ゲ

ームが続き、観戦した延べ２万４千人の方々にバスケットボールを十分楽しんでいた

だけたものと思っております。 

地元の高校生、県内高校のバスケットボール部員の頑張りと、先生方、そして関係

者のご協力に感謝いたします。 

また、大会の開催期間に合わせ、旧金勇及び畠町新拠点において、「能代バスケッ

トボールライブラリー＆ミュージアム」を開設し、バスケットボール解説者の島本和

彦氏からの貴重な寄贈資料や、能代工業高等学校からお借りしたバスケットボール部

の軌跡に関する資料等を展示いたしましたところ、全国のバスケットボール関係者等

が訪れ、大変好評でありました。 

寄贈資料につきましては、大会終了後も畠町新拠点にコーナーを常設いたしており

ます。 

 

次に、公の施設の譲渡についてでありますが、二ツ井町総合福祉センターにつきま

しては、社会福祉協議会からの要望を受けて検討した結果、地域の高齢者福祉の向上

が期待されることなどから、無償譲渡をしたいと考えております。また、切石コミュ

ニティセンター、田ノ沢生活改善センター、田代生活改善センター、薄井集会所の４

施設につきましては、市が施設の補修等を行い無償譲渡することで、地元町内会等と

協議が整いました。これらの５施設につきましては、平成２４年４月１日の譲渡に向

けて手続きを進めてまいりたいと考えております。 

 

次に、単行議案の主なものをご説明いたします。 

 

能代市消防団条例の一部改正は、機能別消防団員制度を導入しようとするものであ

ります。 
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能代市市税条例等の一部改正については、地方税法等の一部改正に伴い、市税に係

る不申告等に関する過料等の額の引き上げ及び個人市民税の寄附金税額控除の適用下

限額の引き下げ等をしようとするものであります。 

能代市浄化槽の整備に関する条例の一部改正については、二ツ井地域で実施してい

る市設置型浄化槽整備事業を能代地域の浄化槽恒久区域においても実施しようとする

ものであります。 

 

次に、平成２３年度能代市一般会計補正予算案の概要をご説明いたします。 

  このたびの補正予算は、これまでに国、県から内示等を受けた事業について所要額

を計上したほか、市単独事業については、当面の緊急を要するものについて補正をい

たしております。 

  歳入の主なものとしては、地方特例交付金の減額、普通交付税の増額、財政調整基

金繰入金の減額、前年度繰越金の精算分の計上、スポーツ振興くじ助成金の追加、過

疎地域自立促進特別事業債の増額、臨時財政対策債の減額等であります。 

 歳出の主なものについてご説明いたします。 

  総務費においては、財政調整基金積立金２億６，８７２万７千円、防災対策費７６

６万７千円、市税等過年度還付金６００万円等を計上いたしております。 

  民生費においては、障害者自立支援臨時対策事業費１,２６２万４千円、子ども虐待

防止対策緊急強化事業費３７５万６千円等を計上いたしております。 

 衛生費においては、予防接種費９０９万９千円等を計上いたしております。 

 農林水産業費においては、あきたを元気に！農業夢プラン実現事業費補助金１，１

４９万８千円、農地・水・環境保全向上活動支援事業費３８４万７千円、戦略作物生

産拡大関連基盤緊急整備事業費補助金４０８万５千円等を計上いたしております。 

 土木費においては、アーケード撤去事業費３７６万７千円、除排雪対策費１億円、

住宅リフォーム緊急支援事業費３，０００万円等を計上いたしております。 

 教育費においては、小学校管理費３４８万４千円、小中学校の理科教育設備整備費

等３７８万８千円等を計上いたしております。 

  

  以上、一般会計補正予算案の概要を申し上げましたが、補正額は４億９，３３０万

円となり、これを既定予算に加えますと一般会計の総額は２８６億４１万９千円とな

ります。 

 このほか、平成２３年度各特別会計補正予算案につきましては、提案の際、詳細に

説明いたしますので省略させていただきます。 

 

また、承認議案として、専決処分した平成２３年度能代市一般会計補正予算を提出
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いたしております。 

なお、平成２２年度能代市一般会計決算及び特別会計決算並びに人権擁護委員の人

事案件については、後日、追加提案させていただく予定であります。 

 

以上、よろしくご審議のうえ、適切なご決定を賜りますようお願い申し上げます。 


